
浅間幹部技術者交流フォーラム  
 

公益財団法人長野県テクノ財団        

浅間テクノポリス地域センター TEL:0268-23-6788 
 

 

支援概要 

幹部技術者は、業界動向や技術動

向に対する広い視野、企業経営の視

点、開発予算や開発組織の企画・管

理運営能力などが求められていま

す。 

当フォーラムは、会員相互の交流

と研修を通じて、企業の中枢を担う

幹部技術者の知識・意識の一層の向

上を図ることを目的とし、本交流フ

ォーラムを実施しました。 

 

 

支援経緯 

地域企業の技術幹部等が、アドバ

イザー（大学の先生）や講師、コー

ディネータと共に、技術シーズやニ

ーズの情報交換を行い、相互研鑽及

びネットワークづくりを進め、新た

な研究開発を効果的に企画・実施で

きるように本交流フォーラムを開設

しました。 

 

 

活動実績・成果 

◆第６１回 ８月１８日（火） 

・新型コロナ禍での各企業状況報告 

・今期フォーラム事業の検討 

・次回フォーラムの打合せ、その他 

 

◆第６２回 １２月３日（木） 

講演 

「ポストコロナのビジネスへの 

転換シナリオとは？」 

講師：村上 泰 氏 

信州大学 繊維学部 教授 

 

講演の様子 

 
 

◆第６３回 ２月１９日（金） 

・テクノ財団からの報告 

・来期フォーラム事業に対する意見 

交換 

・その他 

 

 

コロナ禍の中、模索しながらの交

流フォーラムでした。それぞれがコ

ロナ禍で抱えた課題や取り組みを情

報交換できたことは有意義でした。

通常なら交流フォーラム後の交流会

も参加メンバーには大変有意義な機

会ですが、コロナ禍のため集まるこ

とができませんでした。その代わ

り、会員企業様からは、会員企業様

間の訪問企画などの提案もあり、例

年とは違った形で交流の場を模索

し、実行に移した交流フォーラムで

した。 

 

 

参加企業   １４社 

参加者 延べ ３１名 

 

 

 

 

 

 

 



浅テク・ハイテクセミナー  
 

公益財団法人長野県テクノ財団        

浅間テクノポリス地域センター TEL:0268-23-6788 
 

 

支援概要 

新技術・新製品開発に向けて、今

後成長が期待される県の産業イノベ

ーション創出型プロジェクトに掲げ

る主要３分野である「健康・医療」、

「環境・エネルギー」、「次世代交

通」、及び今後とも重要なファクター

である「通信技術」等の分野の先端

技術動向の情報を提供するセミナー

を実施しました。 

 

 

 

支援経緯 

研究開発型企業における新技術・

新製品の研究開発とその成果の早期

事業化には、各種マネジメントシス

テムの構築・運用・ 改善が欠かせま

せん。最新情報の共有や相互啓発に

より自社システムの向上を目指す研

究会を開設しました。 

 

 

活動実績・成果 

◆第１回 １０月２７日（火） 

講演 

「センシング技術と通信技術を 

統合したIoTソリューションの 

事例紹介」 

講師：松江 英明 氏 

  公立諏訪東京理科大学 副学長 

 

 

 

 

 

◆第２回 １月１５日（金） 

講演 

「新たな介護のための研究・開発の現状 

と課題」 

講師：高橋 健司 氏 

   SOMPOホールディングス株式会社  

Future Care Lab in Japan 技術責任者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護現場への適用を想定した先進的な IoT ソ

リューションの事例を学ぶことができまし

た。また、介護市場の現場ニーズをヒントに、

どんな技術が使えそうかのヒントを得るこ

とができました。 

 

 

参加者数 延べ １６１名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



マネジメントシステム改善研究会  
 

公益財団法人長野県テクノ財団        

浅間テクノポリス地域センター TEL:0268-23-6788 
 

 

支援概要 

研究開発型企業における新技術・

新製品の研究開発とその成果の早期

事業化には、各種マネジメントシス

テムの構築・運用・ 改善が欠かせま

せん。最新情報の共有や相互啓発に

より自社システムの向上を目指す研

究会となるよう企画、開催しまし

た。 

（アドバイザー：信州大学繊維学部

教授 村上 泰 氏） 

 

 

支援経緯 

研究開発型企業における新技術・

新製品の研究開発とその成果の早期

事業化には、各種マネジメントシス

テム（ＩＳＯ９００１，１４００１

等）の構築・運用・改善が欠かせま

せん。最新情報の共有や相互啓発に

より自社システムの向上を目指す研

究会を開設しました。 

 

 

活動実績・成果 

◆第46回研究会 ７月３１日（金） 

・各社近況報告 

・ＩＳＯ関係の情報交換、意見交換 

・今後の活動について 

・村上先生のまとめ 

 

◆第47回研究会 １０月１日（木） 

・ＢＣＰ取組みの各社近況報告 

・今後の研究会活動に関する検討会 

・村上先生のまとめ 

『大学におけるＢＣＰ –  

少子化、自立化の視点から』 

 

◆第48回研究会 １１月１９日（木） 

・ＢＣＰ関連講話  

「台風19号による被災経験から」 

講師：ＮｉＫＫｉ Ｆｒｏｎ株式会社 

常務執行役員 新保 隆文 氏 

 

 

・維持・更新審査の受審報告と意見交換 

・村上先生のまとめ 

  「ＢＣＰにおいて重要な考え方」 

 

 

◆第49回研究会 ２月３日（水） 

・令和３年度研究会活動についての意見 

交換会 

・審査機関関係者の参加について 

・村上先生のまとめ 

 『 ＥＵサステナビリティ関連政策の 

動向 』 

 

 

ＩＳＯ関連のマネジメントシステムや情

報セキュリティ関連、環境面（ＲｏＨＳ等）

への共通課題に加え、台風１９号からＢＣＰ、 

ＳＤＧｓへの対応など研究会への要望、期待

が強くなってきています。今後も継続して取

り組んで参ります。 

 

参加企業    ９社 

参加者 延べ ４５名 

 

 


